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令和６年度 主な文化振興事業について 

○ 令和６年度 当初予算について（生活文化課 文化振興事業）  

県民の優れた文化芸術活動の成果を発表・展示する機会や、広く県民に鑑賞の機会を提供するとともに、将来の文化芸術の担い手を育成するた

め、県下最大の文化芸術の祭典である「茨城県芸術祭」や、芸術家の作品を巡回展示する茨城県移動展覧会のほか、県内で活躍する芸術家等を小

中高校等や公立文化施設へ派遣する「文化芸術体験出前講座」などを引き続き実施していく。 

                       （単位：千円） 

区分 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 
増減 

Ｒ６－Ｒ５ 

増減理由 

Ｒ６－Ｒ５ 

文化振興関係（A） 136,018 143,891 145,158 1,267  

 茨城県芸術祭 17,000 17,000 17,000   

 水戸室内管弦楽団メンバーによる器楽セミナー 3,600 3,980 3,980 -  

 文化芸術体験出前講座 26,091 28,111 47,944 19,833 講座数の増、事業委託業者の人件費の増 

 新人演奏会 2,000 2,000 2,000 -  

 伝統文化総合支援事業 5,500 5,500 8,000 2,500 子ども伝統文化フェスティバル出演団体数の変更等によるもの 

 現代茨城作家美術展 - 5,000 - △5,000 隔年開催のため 

 移動展覧会 6,753 6,750 6,855 105 作品運搬距離及びトラック使用台数の増 

 文化行政推進費（文化情報の発信等） 4,093 3,877 3,816 △61 事務費の見直しによる減 

 文化団体育成補助 4,224 4,224 4,424 200 関東ブロック・ユネスコ活動研究会 in 茨城開催による増 

 地域創造の助成事業（地域創造負担金） 14,000 14,692 14,402 △290 各都道府県等の負担金割合の変更による減 

 文化審議会費 878 878 1,013 135 開催回数を踏まえた増 

 いばらき文化振興財団運営費補助 51,879 51,879 35,724 △16,155 対象人員の減 

生活文化課所管文化施設関係（B） 886,244 690,303 792,892 102,589  

 県民文化センター管理委託（指定管理料） 193,426 221,383 184,296 △37,087 電気代等高騰対応分の減、指定管理料の減 

 県民文化センター施設整備 115,886 120,712 191,528 70,816 施設整備計画によるもの 

 アクアワールド茨城県大洗水族館施設整備、 

アクアワールド茨城県大洗水族館電気料等対策 

576,932 348,208 417,068 68,860 施設整備計画によるもの 

合  計（A＋B） 1,022,262 834,194 938,050 103,856  

資料１ 
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１ 令和６年度 文化振興事業概要について（生活文化課関係） 

事業名 R6 年度 事業概要 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

茨城県芸術祭 

当初予算（千円） 

R5 当初：17,000 

R6 当初：17,000 

 

 

[ KPI  R5 実績 ]  

参加者数＋入場者数 

：32,210 人 

催 事 数：７部門 25 催事 

県民の優れた芸術創作活動の成果を発表・展示し、広く県民へこれらを鑑賞する機会を提供することにより、県民の文化に対する意

識の醸成を図るとともに、心豊かで潤いのある生活を実現することができるよう芸術祭を開催する。（R6 年度で 59 回目） 

＜開催概要（予定）＞  

主  催 県、県教育委員会、茨城文化団体連合、いばらき文化振興財団、茨城県教育財団、茨城新聞社 

時  期 令和６年 10 月５日～令和７年１月 12 日 

場  所 ザ・ヒロサワ・シティ会館はじめ、県内各地域の文化施設 

催  事 ７部門２６催事 

美 術 美術展覧会（日本画・洋画・彫刻・工芸美術・書・写真・デザイン） 

音 楽 合唱演奏会、吹奏楽コンサート、県民コンサート（声楽・器楽）、オーケストラ演奏会、 

オペラ公演、ビッグバンドジャズコンサート、三曲演奏会 

舞 踏 洋舞フェスティバル、日本舞踊大会 

芸 能 民謡民舞大会、吟詠剣詩舞大会 

古典芸能 能楽大会、いけばな展、茶会 

演劇・映画 演劇祭、映像祭 

文 学 小説（童話）、文芸評論、詩（民謡・童謡）、短歌、俳句 
 

 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

水戸室内管弦楽団メンバー

による器楽セミナー 

当初予算（千円） 

R5 当初：3,980 

R6 当初：3,980 

 

[ KPI  R5 実績 ]  

参加者数：83 人 

 

県内の楽器奏者を対象に、世界的に活躍する水戸室内管弦楽団によるレッスンを実施し、演奏技術の向上を図る。 

また、レッスンの成果発表コンサートを開催することで、県民に質の高い演奏を鑑賞する機会を提供する。 

＜開催概要（予定）＞ 

 ①管楽器アンサンブル・セミナー ②吹奏楽・オーケストラ公開レッスン＆ミニコンサート 

時期 R6.11 レッスン   R7.2 講師との合同コンサート（未定） R7.1  レッスン・講師ミニコンサート（未定） 

対象 高校生以上の県内アンサンブルグループ（４団体程度） 高校生以上の県内吹奏楽・オーケストラ団体（１団体程度） 

場所 水戸芸術館 コンサートホールＡＴＭ 未定 
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新規 ・ 継続 ・ 拡充  

文化芸術体験出前講座 

当初予算（千円） 

R5 当初：28,111 

R6 当初：47,944 

 

[ KPI  R5 実績 ]  

参加者数：計 13,672 人 

講座数：(学校枠)112 講座 

(一般枠)  ５講座 

 

 

 

 

 

 

児童生徒をはじめとする県民が本格的な文化芸術に触れる機会を提供し、将来の担い手や鑑賞者を育成するとともに、若手演奏家

や文化芸術活動団体等に活躍の場を提供する。 

また、文化芸術活動団体と学校及び市町村との連携・協力体制構築の促進を図る。 

＜拡充内容＞ 

・実施プログラムの拡充（美術鑑賞講座を R5 中途より開始）  

・講座内容の充実を目的とした事業委託業者の人件費の増 

＜実施概要（予定）＞ 

※リボーン・アートボール 

県内の小中学校やスポーツクラブで使用されていた、 廃棄されてしまう古いボールをアートの力で甦らせる茨城県発祥の取り

組み。令和３年度で終了した茨城県文化プログラム推進事業「リボーン・アートボール 2020」を、オリンピックのレガシーとして本県

に根付かせるため、令和４年度より出前講座（美術）内で実施している。 

対象 小中高校生、一般県民 

内容 ・［学校枠］実施を希望する小中高校や特別支援学校に講師を派遣 （計 134 講座）  

音楽（弦楽器・金管楽器・木管楽器・打楽器・邦楽器・声楽等） 

美術（絵画・書道・陶芸・彫刻）、リボーン・アートボール※、茶道、華道、能楽、食文化 

・［一般枠］・実施を希望する市町村文化施設に演奏家等を派遣（３講座：鹿嶋市、鉾田市、城里町）  

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

新人演奏会 

当初予算（千円） 

R5 当初：2,000 

R6 当初：2,000 

 

 

 

 

 

 

本県出身等の新人演奏家に発表の機会を提供することで、演奏技術の向上及び次のステージへのステップアップを図り、その後の

国内外での活動につなげてもらうことを目的として実施。 

＜開催概要（予定）＞ 

日程 令和６年９月29日（日）  ※オーディション 令和６年６月16日（日） 

募集 令和６年２月１日（木）～４月26日（金） 

部門 ①ピアノ ②声楽 ③管楽器 ④弦楽器 ⑤作曲、⑥筝・尺八・三味線音楽（長唄、常磐津、清元等）・能 

選考 オーディションを実施し、合格者が本演奏会に参加、選考は、部門毎に複数の選考委員が審査 

表彰 茨城県新人賞（２名以内）、奨励賞（１名）、聴衆賞（１名） 

その他 受賞者には奨金、記念品が授与されるほか、後日開催する受賞者コンサートへの出場権利が与えられる 
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新規 ・ 継続 ・  拡充  

伝統文化総合支援事業 

当初予算（千円） 

R5 当初：5,500 

R6 当初：8,000 

 

[ KPI  R5 実績 ]  

発表機会提供：28 団体 

 

 

 

県内各地域の伝統文化の継承等を図るため、伝統文化団体への発表機会の提供や新たな担い手育成の支援を行う。 

＜拡充内容＞ 

・子ども伝統文化フェスティバルの出演団体の増（R5:14 団体 → R6：20 団体） 

＜実施概要（予定）＞ 

対象 県内で活動する伝統文化団体 

内容 ①伝統文化団体と催事主催者とのマッチング  R6 予定：15 件程度 

発表機会を求めている伝統文化団体と伝統文化のパフォーマンスを催事に取り入れたい催事主催者とのマッチ

ングを行う。 
②担い手募集サイトでの情報発信 R6 予定：随時掲載情報募集 

ウェブサイト上で伝統文化団体の活動情報を広報し、若い世代の新しい担い手を募集する。 

③子ども伝統文化フェスティバルの開催  R6 予定：2 回（計 20 団体） 

県内の集客施設等で、伝統文化を受け継ぐ子どもたちが日頃の練習成果を披露するステージイベントを開催する。 
 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

現代茨城作家美術展 

当初予算（千円） 

R5 当初：5,000（補助） 

R6 当初：- 

※隔年開催 

 

[ KPI  R5 実績 ]  

  入場者数：8,515 人 

 

県内で広く県民が優れた美術を鑑賞できる機会を提供するとともに、本県を拠点に活動する芸術家や本県にゆかりのある芸術家の

作品発表の場を提供することを目的として実施。（中央展への出品作品や新作等を中心に展示） 

※ 会期中に出品者によるギャラリートークや県内高校生によるギャラリーコンサートを実施 

 

［ 参考］R5 第 13 回開催実績 

会 期 令和６年１月 20 日（土）～２月 12 日（月・振）［ 21 日間 ］ 会場 県近代美術館２階（第１、第２企画展示室） 

出品点数 日本画（12）、洋画（30）、彫刻（11）、工芸美術（19）、書（19）、写真（５）、デザイン（４） 計 100 点 

入場者数 8,515 人 

総事業費 10,100 千円（予算） 
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新規 ・ 継続 ・ 拡充 

移動展覧会「茨城の美術セ

レクション」 

当初予算（千円） 

R5 当初：6,750 

R6 当初：6,855 

 

[ KPI  R5 実績 ]  

参加者数：4,932 人 

県内各地で広く県民が優れた美術を鑑賞できる機会を提供するとともに、本県の芸術家の作品発表の場を提供することを目的として

実施。 

※しもだて美術館での開催のため、作品運搬距離増及び大型作品運搬のためのトラック使用台数増による増額（＋105 千円） 

＜開催概要（予定）＞※ 会期中に出品者によるギャラリートークを実施 

会場（会期） つくば美術館（7/9～7/21）、しもだて美術館（12/7～12/22）、陶芸美術館（2/22～3/9） 

部門 日本画、洋画、彫刻、工芸美術、書、写真、デザイン（７部門） 

入場料 無料 
 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

文化情報の発信 

当初予算（千円） 

R5 当初：484 千円 

R6 当初：484 千円 

 

[ KPI  R5 実績 ]  

情報発信件数：集計中 

 

市町村や県内文化施設と連携し、県内各地の音楽・演劇・伝統芸能・美術・祭り等の文化催事情報等をホームページ上で公開し、県

民のニーズの多様化に対応したリアルタイムの情報提供を行うとともに、各種広報媒体（Ｘ（旧 Twitter）、県広報誌ひばり等）を用いた情

報発信を積極的に行う。 

引き続き、令和６年度も、月 10 件あたりのツイッター投稿を心がけることで、インプレッション数やアクセス数の増に繋げる。 

 

（参考）令和５年度実施状況 ※令和 6 年 1 月末時点 

 上期(実績) 下期(見込) 計 

SNS（X（旧 Twitter）、Facebook） １２１件 １８４件 ３０５件 

HP「文化情報ネット」 ６２件 ４７件 １０９件 

県広報紙ひばり ０件 １件 １件 

YouTube、いばキラ TV 等 １９件 ２５件 ４４件 

計 ２０２件 ２５７件 ４５９件 
 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

文化団体育成補助 

当初予算（千円） 

R5 当初：4,224 

R6 当初：4,424 

県内の文化活動団体が実施する事業（講習会・発表会・研修等）の経費を助成し、団体の持続的運営と組織の強化を図る。 

＜事業概要（予定）＞ 

・茨城文化団体連合      4,000 千円 

※茨城文化団体連合から加盟団体に交付する事業補助分を含む（13 団体に交付）。 

・茨城県ユネスコ連絡協議会  424 千円 

    ※関東ブロック・ユネスコ活動研究会 in 茨城開催（前回開催：H30）のための増額（＋200 千円）。 
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新規 ・ 継続 ・ 拡充 

地域創造の助成事業（地域

創造負担金） 

当初予算（千円） 

R5 当初：14,692 

R6 当初：14,402 

 

 

 

 （一財）地域創造（※）が実施する、公立文化施設での音楽・演劇・伝統芸能・美術等の自主事業に対する助成事業を通して本県の

文化活動を支援する。 

  ※地域の芸術環境づくりをサポートするために、全国の都道府県及び政令指定都市の出えんにより設立された団体で、毎年各地方

自治体が負担金を支出している。 

＜（一財）地域創造による本県への助成事業（R6 予定）＞ 

・地域の文化・芸術活動助成事業 ４件 

    ①自主企画展「北大路魯山人展」               茨城県 

    ②新しいシェイクスピア劇の創造事業             （公財）水戸市芸術振興財団 

    ③住民参加型 取手市民ミュージカル            （公財）取手市文化事業団 

    ④つくばみらい市「文化芸術による人づくり」プロジェクト  つくばみらい市 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

いばらき文化振興財団運営

費補助 

当初予算（千円） 

R5 当初：51,879 

R6 当初：35,724 

 

 

 

 

（公財）いばらき文化振興財団の組織体制を充実することにより、財団が実施する各種文化振興事業の充実を図る。 

・ 補助事業者  （公財）いばらき文化振興財団 

・ 補助対象経費 財団の運営に関する経費 

 

＜参考＞（公財）いばらき文化振興財団の主な事業 

  ・ 県内文化活動団体等の活動に対する助成金事業 

  ・ 参加創造事業 ： 県内在住・出身の新進演奏家への発表機会の提供、県民企画公募型事業の実施など 

  ・ 鑑賞事業 ： 芸術性に優れた質の高い公演、各世代の方々がより多く鑑賞できる公演をバランスよく開催し、多種多様な 

ジャンルの舞台公演に接する機会を提供 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

県民文化センター管理委託 

当初予算（千円） 

R5 当初：221,383 

R6 当初：184,296 

県民文化センターの管理運営に要する指定管理料 （指定管理者 ：県民文化センター運営共同事業体（代表団体：（株）コンベンシ

ョンリンケージ）） 

・平成 18 年度から指定管理者制度に移行し、指定管理者による管理運営を実施。 

・基本協定に基づき、令和６年度から 10 年度まで、県民文化センター運営共同事業体（代表団体：（株）コンベンションリンケージ）に 

対して、県民文化センターの管理運営を委託 

※ R5 年度は、文化センターの電気代等の高騰に要する費用を増額で予算措置（増加相当分のみ支出） 
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新規 ・ 継続 ・ 拡充 

県民文化センター施設整備 

当初予算（千円） 

R5 当初：120,712 

R6 当初：191,528 

 

 

 

 

 

 

県民文化センターは開館から 50 年以上が経過し、経年劣化により老朽化が進んでいることから、利用者に安全かつ快適に利用して

もらうため、優先度を踏まえたうえで、施設の改修及び備品の整備を行う。 

〇令和６年度施設整備事業                  （単位：千円）   〇過去の施設整備実績            （単位：千円） 

内容 金額 

施設整備 182,528 

 小ホール・展示室系統空調設備更新工事 115,501 

 小ホール・展示室系統空調設備動力盤更新工事 59,448 

 上記２工事の設計・監理業務委託 5,599 

 展示棟エレベーター改修工事設計委託 1,980 

備品整備 9,000 

 大ホール用 AED 等 9,000 

合計 191,528 
 

年度 内容 金額 

R５ 
大ホール照明操作卓改修 

直流電源装置改修  等 
120,712 

R４ 
大ホール外壁改修 

分館屋上防水改修  等 
76,259 

R3 
ボイラー煙突及び煙道改修 

抗菌化コーティング  等 
69,905 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

アクアワールド茨城県大洗

水族館施設整備、 

アクアワールド茨城県大洗

水族館電気料等対策 

当初予算（千円） 

R5 当初：348,208 

R6 当初：417,068 

 アクアワールド・大洗は開館(H14.3.21)後 20 年を経ており、引き続き安全かつ円滑な運営を継続するため、各種設備について、耐用

年数や状態を鑑みて優先度を判断しながら、計画的に維持・修繕を行う。  

〇令和６年度施設整備事業                  （単位：千円）   〇過去の施設整備実績           （単位：千円） 

 内容 金額 

ブラインチラー2 号機更新工事 98,052 

屋上防水改修工事（第 1 期） 94,668 

副受水槽及びポンプ更新工事 43,553 

高圧接触器更新工事 31,024 

副受水槽及びポンプ更新設計委託 23,601 

副受水槽及びポンプ更新工事監理委託 8,382 

合計 299,280 

  ※ この他、原油等の燃料価格の高騰に伴い、電気料及び燃料費が上昇しており、施設管理者の負担が増大していることから、上

昇分について支援するため、電気料等対策事業費として 117,788 千円を計上 

年度 内容 金額 

R５ 
発電機修繕 

副受水槽及びポンプ更新 等 
194,098 

R４ 
照明及びキャットウォーク改修 

展示水槽等改修  等 
572,418 

R３ 
非接触型入場ゲート設置 

非常照明設備更新  等 
180,344 
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２ 令和６年度 文化振興事業概要について（関係課） 

（１） 文化課 

事業名 R6 年度 事業概要 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

民俗文化財活性促進事業 

当初予算（千円） 

R5 当初：200 

R6 当初：25,521 

歴史的・文化的価値を有する「お祭り」への支援や、民俗芸能などの映像の収集・公開などにより、民俗文化財の活性化を図り、後世

に継承していく。 

１ 民俗文化財（お祭り）への助成 

・対象：無形民俗文化財を構成要素とする「お祭り」のうち、歴史的・文化的価値、規模などにより、有識者委員会が選定する５件程度 

・助成額：500 万円×５件程度 

２ いばらきの郷土民俗芸能アーカイブス 

県内に伝承する民俗芸能の映像の収集及び動画共有サービス（YouTube）を活用した公開 

・対象：国・県・市町村指定等の民俗文化財（約 250 件） 

３ 関東ブロック民俗芸能大会への出演 

関東ブロック１都 10 県が持ち回りで開催する大会（静岡県、10 月６日）への民俗芸能団体の派遣（１団体） 
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新規 ・ 継続 ・ 拡充 

近代美術館美術普及事業 

天心記念五浦美術館美術普

及事業 

つくば美術館美術普及事業 

陶芸美術館美術普及事業 

自然博物館教育普及事業 

歴史館普及事業 

歴史館魅力向上事業（新規） 

当初予算（千円） 

R5 当初：52,098 

R6 当初：68,494 

 

 

 

県民の美術への親しみや関心を深め、また、自然への興味関心を高めるため、多様な普及活動を実施する。 

館名 主な事業内容 

近代美術館 ①学校・地域との教育連携（アウトリーチ事業「ハローミュージアム」、小学校向け美術鑑賞教育「アートバス事業」、 

高校生特派員事業、インターンシップや博物館実習の受入等）  

②アートフォーラム等の運営、③美術講演・講座、ギャラリートーク、ミュージアムコンサート等の開催 

④デジタル映像システム整備、HP 運営等 

天心記念五浦

美術館 

①学校・地域との教育連携（日本画トランクの貸出、来館学校・団体へのガイダンス、市内小中学校美術展覧会の

開催等）、②岡倉天心記念室ガイドツアー、③美術講演・講座、ギャラリートーク、ミュージアムコンサート等の開催 

つくば美術館 ①貸ギャラリー展の実施、 ②美術講演・講座、ギャラリートーク、ワークショップ等の開催 

陶芸美術館 ①学校・地域との教育連携（「かさま発見！スタンプラリー」、陶芸ボックスの貸出、高校生茶道部交流会等） 

②美術講演・講座、ギャラリートーク、ワークショップ等の開催 

自然博物館 ①自然講座、自然観察会、体験教室等の開催、 ②移動博物館、 ③ジュニア学芸員育成事業等 

歴史館 ①各種講座・教室等の開催、展示解説の実施等、 ②歴史館まつり、歴史館いちょうまつり等の開催 

③出版社と連携したイベント・広報 PR（歴史クイズ＆スタンプラリー、出版社のＹｏｕｔｕｂｅチャンネルでの PR 動画配信） 
 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

近代美術館常設展 

近代美術館企画展 

天心記念五浦美術館展示事業 

陶芸美術館常設展 

陶芸美術館企画展 

当初予算（千円） 

R5 当初：123,210 

R6 当初：128,921 

 

常設展示室において、それぞれの所蔵作品をテーマに応じて展示するとともに、企画展示室において企画展を開催する。 

 常設展 企画展 

近代美術館 第１展示室：テーマ「日本の近代美術と茨城の作家たち」 

第２展示室：所蔵作品によるテーマ展 

企画展「没後 100 年 中村彝展」 外３件 

天心記念五

浦美術館 

岡倉天心の業績や、横山大観をはじめとする五浦の作家

たちの作品や資料を紹介。 

企画展「西田俊英展 不死鳥」 外５件 

陶芸美術館 第１展示室：テーマ「近現代日本陶芸の展開」   第２展

示室：活躍中の陶芸家作品等 

企画展「魯山人クロッシング」 外３件 
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新規 ・ 継続 ・ 拡充 

近代美術館資料整備 

陶芸美術館資料整備 

自然博物館常設展 

自然博物館企画展 

自然博物館資料整備 

自然博物館学術調査研究 

歴史館展示事業 

歴史館魅力向上事業（新規） 

当初予算（千円） 

R5 当初：175,517 

R6 当初：233,801 

１ 資料整備 

   優れた美術作品を収集するとともに、所蔵品の修復・保存等を行う。また、展示や調査研究に係る博物館資料を、購入・制作、採

取、寄贈等により収集する。 

２ 常設展及び企画展 

   常設展示室において所蔵作品や所蔵資料をテーマに応じて展示するとともに、企画展示室において企画展を開催する。 

 常設展 企画展 

自然博物館 「進化する宇宙」、「地球の生いたち」、「自然のしくみ」、

「生命のしくみ」、「人間と環境」の５つのテーマで自然界

の仕組みを紹介し、併せて茨城の豊かな自然を展示 

企画展「30 周年記念博物館展（仮称）」 外２件 

歴史館 茨城の原始古代から近現代までの歴史を概観する展示 特別展「雪村－常陸に生まれし遊歴の画僧－」 外４件 

   ※歴史館企画展のうち１件は、歴史館魅力向上事業における、外部人材を起用した企画展示 

３ 学術調査研究 

   茨城県の自然史及び地学的特性を把握するための総合調査、自然や館活動に関する課題をテーマとした重点研究、学芸員の専

門性を生かした創造的調査研究の実施。 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

茨城県高等学校総合文化祭

開催 

茨城県小中学校芸術祭開催 

当初予算（千円） 

R5 当初：7,017 

R6 当初：7,017 

 

 

 

 

 

県内児童生徒の優れた創作活動の成果を発表・展示し、広く県民に鑑賞の機会を提供することにより、小・中・高等学校の芸術文化

活動を促進し、文化の創造と情操の育成を図る。 

○茨城県高等学校総合文化祭（令和６年 10 月中旬～11 月中旬） 

部 門 大会名及び項目 

美 術 美術展覧会（絵画・立体造形・デザイン、映像、書道、写真） 

音 楽 音楽会（合唱、吹奏楽、器楽、管弦楽、日本音楽、郷土芸能、マーチングバンド） 

演 劇 演劇祭 

その他 囲碁大会、将棋大会、放送コンテスト他 

○茨城県小中学校芸術祭（令和６年11月22日～26日） 

部門 大会名及び種目 

美術・書写 小中学校美術展覧会（絵画、デザイン、書写） 
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新規 ・ 継続 ・ 拡充 

文化財保護審議会 

当初予算（千円） 

R5 当初：1,236 

R6 当初：1,689 

県教育委員会の諮問に応じて、県文化財の指定など文化財の保存及び活用に関する重要事項を調査審議し、答申する。 

・開催回数：年４回 

・近年の県指定文化財の指定状況 

R5 年度：３件（絵画 1、古文書 1、無形民俗文化財 1）、R4 年度：３件（彫刻 2、考古資料 1） 

R3 年度：２件（古文書 1、歴史資料 1）、R2 年度：１件（歴史資料 1）、R 元年度：２件（建造物 1、考古資料 1） 

・文化財の種類全体（有形文化財、無形文化財、民俗文化財、記念物）において、県内の価値ある文化財の情報の収集・整理、 

調査審議を行い、新規の指定を進めていく。 

 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

文化財等整備費補助事業 

埋蔵文化財調査 

当初予算（千円） 

R5 当初：80,373 

R6 当初：81,888 

文化財等整備費補助（53,922 千円） 

・国・県指定文化財の保存修理等に対して補助を行う。 

補助件数：国指定４件（建造物） 

県指定７件（建造物 3・美術工芸品 3・天然記念物 1） 

・県所有文化財の保存修理を行う。 

本県所有の国指定重要文化財「一橋徳川家関係資料」の保存修理を行う。 

埋蔵文化財調査（27,966 千円） 

・国・県等の行う開発予定地の分布調査（現地調査・試掘調査等）の実施 

・埋蔵文化財センターの運営 

・文化財の普及啓発（収蔵、保管、活用及び啓発等） 
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新規 ・ 継続 ・ 拡充 

文化施設整備 

当初予算（千円） 

R5 当初：385,439 

R6 当初：376,195 

 

 

 

 

 

 

 

県立美術館・博物館の施設設備について、各施設の長期保全計画に基づく長寿命化及び来館者サービス向上のための展示環境

の充実等を図る。 

（内容） 文化施設整備事業費（県単）［H10～］ 

○対象施設：県立美術館・博物館６館              

   ○Ｒ６年度実施予定工事                     〇過去の整備実績 

五浦美術館：空気調和機分解修理工事 

自然博物館：電気室高圧機器改修 など 

 Ｒ５年度 近代美術館：エレベーター更新工事 

自然博物館：電気室高圧機器改修 など 

  Ｒ４年度 自然博物館：空調設備改修工事 

近代美術館：展示室防火扉改修工事 

  Ｒ３年度 五浦美術館：照明設備更新工事 

陶芸美術館：屋上防水改修工事 
 

 

（２）地域振興課 

事業名 R6 年度 事業概要 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

アーカスプロジェクト推進

事業 

当初予算（千円） 

R5 当初：5,489 

R6 当初：8,255 

国内外からアーティストを招き、滞在中の制作活動を支援する「アーティスト・イン・レジデンスプログラム」や、県民が身近に芸術を体

験できる「ラーニングプログラム」などを通じ、芸術を活かした創造性豊かな地域づくりと本県のイメージアップを図る。 

（１）公募によるアーティスト・イン・レジデンスプログラム 

  ・国内外から現代芸術分野の若手アーティストを守谷市内のアーカススタジオに招聘し、滞在中の創作活動を支援 

  ・海外在住アーティスト１組と日本在住アーティスト１組予定 

（２）短期レジデンスプログラム 

・国内外のアーティスト等最大 12 組を招聘し、フィールドワークやリサーチに集中して取り組むことのできる機会と場を提供 

（３）連携促進プログラム 

・AIR 活動の普及を図るため、AIR 運営団体等と連携して AIR 活動の運営に携わる専門人材の育成や運営ノウハウの情報を共有 

（４）ラーニングプログラム 

・ワークショップ等を開催し、地域住民がアートを身近に体験する機会を確保 
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（３）国際渉外チーム 

事業名 R6 年度 事業概要 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

語学指導等を行う外国青年

招致事業 

当初予算（千円） 

R5 当初：17,939 

R6 当初：17,885 

語学指導等を行う外国青年招致事業（JET プログラム）を活用し、県内の国際交流の業務と外国語教育等に携わる外国青年を招致

し、地域レベルでのグローバル化の推進を図る。 

１ 語学指導等を行う外国青年（JET 参加者）の招致・任用 

・国際交流員（CIR）の県での配置：英語圏（2 名）、フランス語圏（1 名）を会計年度任用職員として雇用 

・県内 JET 参加者の取りまとめ：来日出迎え、連絡調整等 

２ 県国際交流員（CIR）の活用 

・地域のグローバル化の推進：出前講座、翻訳・通訳等 

新規 ・ 継続 ・ 拡充  

上海事務所事業費 

当初予算（千円） 

R5 当初：51,450 

R6 当初：51,450 

本県の海外における拠点を整備し、国際化の推進を図るため、茨城県国際交流協会に設置されている上海事務所の事業費を補助

するもの。 

○事業内容 

対日投資 中国企業等からの新たな投資を呼び込むため、本県の投資環境の PR や県内企業等とのビジネスマッチ

ングを実施する。 

本県の産業拡大への 

支援 

県産品の販路拡大への支援、本県への観光客誘致に係る支援、茨城空港への就航対策など、本県産業

拡大の取組みを実施する。 

企業活動支援 中国における県内企業の貿易取引や販路拡大等を促進するため、企業からの依頼に応じて、現地情報

の提供・視察に係る調整・アテンド、通訳・コンサルタントのあっせん等に関する支援を実施する。 

日中友好交流活動 

支援 

上海茨城県人会や上海茨城留学生協議会の運営など、関係団体等の現地訪問に係る調整・アテンド等

の支援や情報提供を実施する。 

情報収集・提供 上海事務所ホームページによる本県情報等の発信、中国人向けに中国 SNS による本県情報の発信を実

施する。 
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（４）女性活躍・県民協働課 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

国際交流協会運営費補助 

当初予算（千円） 

R5 当初：49,586 

R6 当初：52,379 

 

※R6 より国際渉外チームから

移管 

 

（公財）茨城県国際交流協会は、本県国際交流における民間の中間組織として国際交流、国際協力、外国人相談事業等を含む多

文化共生事業を実施していることから、運営に要する経費の一部補助を行う。 

〇主な事業 

多言語による情報提供 外国人のコミュニケーション支援、地域情報の発信、災害時等の情報発信・共有をホームページ、フェイス 

ブック等により 11 言語（日本語、英語、中国語、ポルトガル語、タイ語、タガログ語、スペイン語、韓国語、

インドネシア語、ベトナム語、シンハラ語）で行う。 

外国人相談事業 11 言語による相談体制による常設の相談窓口を運営するほか、毎月２回の無料弁護士相談、外国人が

集住する地域において、多言語による休日出張弁護士相談を実施する。 

多文化共生サポーター

バンクの運営 

語学ボランティアや日々の生活への助言を行う人材を発掘・登録し、外国人の支援者拡大を図る。 

国際理解の推進 外国人講師及びファシリテーター等を学校や生涯学習の場に派遣し、異文化に触れるワークショップを 

体験するなど国際理解教育の機会を提供する。 
 

 

（５）障害福祉課 

事業名 R6 年度 事業概要 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

障害者週間推進事業 

当初予算（千円） 

R5 当初：1,860 

R6 当初：1,978 

 

 

 

障害児者の福祉の向上と県民の障害児者に対する理解と認識を深めることを目的に、障害児者による音楽・ダンス等の発表や障害

児者の作成した作品等の展示、障害児者の作成した物品の販売等を行うナイスハートふれあいフェスティバルを開催する。 

〇ナイスハートふれあいフェスティバルの概要 

場 所 ザ・ヒロサワ・シティ会館 

期 間 障害者週間に合わせて開催（令和 6 年 12 月 5 日（木）から 9 日（月）まで 5 日間） 

内 容 ア 発表会   障害児者が日頃の音楽やダンス演芸等の文化活動の成果を発表 

イ 美術展   障害児者が作成した作品の展示（絵画、書道、写真及び陶芸・工芸） 

ウ 作品販売 障害児者の作成した物品の展示販売（パン、クッキー、工芸作品等） 
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（６）特別支援教育課 

事業名 R6 年度 事業概要 

新規 ・ 継続 ・ 拡充 

ナイスハートふれあいフェ

スティバル（学校教育の

部） 

当初予算（千円） 

R5 当初：1,524 

R6 当初：1,692 

 

 

 

特別支援学校、小中学校の特別支援学級や通級指導教室に通う幼児児童生徒が、日頃の学習成果の発表をとおして、

学習活動や社会参加への意欲を高めるとともに障害児に対する県民の理解と認識を深めることを目的とし、美術展を開

催する。なお、令和６年度の学習発表会は休止とする。 
＜開催概要＞ ※毎年 12 月３日から 12月９日の障害者週間に合わせて、その前後に実施。 
令和６年 12 月５日（木）から 12月９日（月） 

 内 容 等 

学習発表会 休止 

美術展 絵画、デザイン（水彩画、版画、水墨画等） 

作業作品、立体作品（陶芸、手芸、木工、彫塑、工作等） 
 

 


